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安全への取り組み

踏切道でのお願い

車内でのお願い

ホームでのお願い

お客さまからのご意見・ご要望やお問い合わせを受ける総合窓口「京阪電車お客さまセンター」を設置しています。
京阪電車お客さまセンターでは、電話や当社ホームページなどでお客さまからのご意見などを受け付けています。

● 警報機が鳴り始めたら…
絶対に踏切道内に入らない
でください。列車はすぐ近く
まで来ています。

● 踏切道内に
　閉じ込められたら…
直ちに、 踏切道外へ脱出し
てください。自動車であれば、
ボディーで遮断桿を押して
脱出してください。

● 踏切道で異常を発見されたとき…
非常ボタンがある場合は、それを強く押してください。非
常ボタンが無い場合は、踏切道名表示看板記載の非常
時連絡先に電話でお知らせ願います。

● 駆け込み乗車はおやめください
発車間際の駆け込み乗車は、大変危険です。列車の安全
運行にご協力ください。

● 黄色い線の内側でお待ちください
線路側への接近は、列車との接触事故や、ホーム下への
転落につながる恐れがあります。また、黄色い線は、目の
ご不自由な方の大切な警告ブロックです。立ち止まったり、
荷物を置かないようにお願いします。

● 絶対に線路内に立ち入らないでください
ホーム下へ物を落とされたときなどは、必ず係員にお知ら
せください。線路内は大変危険です。

● ホームから転落されたお客さま
　を発見されたとき…
直ちに列車を停止させなければい
けません。すぐに係員にお知らせ
ください。ホーム異常通報装置が
あれば、非常通報ボタンを押して
ください。● 車内で非常事態が発生したとき…

非常ボタンを押すか、非常通報装置で乗務員にお知らせ
ください。

京阪電車からのお願いです


